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中国軍事動向月報：2024 年 12 月 

 

２０２５．１．９ 

国家基本問題研究所 研究員 中川真紀 

 

１ 全 般 

  12月は各部隊において年末検閲（原文：年終考核）が実施され、1年の訓練の成果が確認された。 

   また、秋季徴兵隊員が新隊員教育を終了し各部隊に配置される一方、冬季退役隊員の退役行事が各部

隊等で確認された。 

台湾関連では、中国は公表していないものの、台湾周辺で 9～12 日頃に大規模な軍事演習を実施し

た可能性がある。2024 年 5 月・10月に台湾周辺で中国軍が実施した「聯合利剣」は東部戦区が主催し

たが、今回は 3コ戦区海軍の活動が確認されていることから中央軍事委員会が主催した可能性があり、

そうであればよりレベルの高い訓練と言えよう。また、中国から演習実施の宣言がないことは、アピー

ル目的の政治的な訓練であった「聯合利剣」とは違い、台湾有事の際の当初の海軍及び海警の展開をよ

り実戦に即した形で情報統制しつつ演練した可能性が考えられる。 

  この軍事演習に関連し、日本周辺での海警船の活動にも特異事象が認められた。 

12 月の尖閣領海への定期侵入は 6 日であったが、侵入したのは 11 月から上番していた直属第 1 支

隊編隊であり、これを増援するような形で直属第 2 支隊の 76mm 砲搭載船 4 隻が尖閣まで航行し、定

期侵入後に交代を行った。新たに上番した海警船 4 隻全てが 76mm 砲搭載なのは初確認であり、台湾

有事の際、尖閣へ76mm砲を搭載した海警編隊4隻を増強して対応する想定で演練した可能性がある。 

また、12月に上番した海警船の内、2 隻は 3000t 級･818 型であり尖閣周辺海域で確認されたのは初

めてである。818 型は、海軍のジャンカイⅡ級フリゲート艦の船体をベースとして建造された海警船で

あり、同 2 隻は 2024 年９月以降、日本海から北太平洋においてロシア国境警備局と共同訓練と共同パ

トロールを実施し、10 月には海警船として北極海を初航行した。この際、ヘリを使用したパトロール

も実施している。海軍仕様の海警船をヘリの使用も見据えて尖閣周辺で活動させ始めた可能性があり、

エスカレーションラダーを上げる準備を整えていると見られる。 

  南シナ海においては、11 月のスカボロー礁領海基線設定を機にフィリピンへの取り締まりを強化し

ており、12月も継続された。 
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２ 各軍等 

（１） 習近平中央軍委主席の部隊視察 

〇 情報支援部隊視察１ 

    12月 4 日、習近平中央軍委主席は情報支援部隊を視察し、同部隊の第 1 回党代表大会の開催を

祝した。 

習主席は現代戦における情報ネットワークシステムの重要性を強調した上で、「情報ネットワー

ク支援プラットフォーム建設を迅速かつ着実に行い、各種データを融合し、情報ネットワーク防御

を重視し、システムの融合・起動・高度化を加速し、指揮モデルの刷新や作戦方式の転換を牽引せ

よ」と訓示した。また、党による指導を絶対とし、「中央軍事委員会が全般統制を強化し、同会の

関連部門が主動的に現場に進出して指導を行い、各部署が積極的に協力し、共同で情報支援部隊を

育成し、我が軍の情報ネットワークシステム建設の新たな局面を切り開かねばならない」と述べ

た。 

視察には、11 月 28 日に役職停止検査処分が公表された苗華政治工作部主任を除く中央軍事委

員会メンバー4 人全員が同行した。 

  〇 マカオ駐留部隊視察２ 

    12月 20日、習近平中央軍委主席はマカオ復帰 25 周年記念行事に合わせ、新口岸駐屯地にてマ

カオ駐留部隊を視察した。習主席は部隊を検閲後、訓示を行い、部隊建設を強化し、防衛能力を向

上させ、マカオの特色ある一国二制度実践の為に引き続き更に貢献するよう強調した。 

 

 

【コメント】 

 情報支援部隊は 4 月 19日、戦略支援部隊の解組に伴い中央軍事委員会直轄として新編された部隊であ

り、今回初めて習主席による視察を受けた。 

通常、習主席の部隊視察には 2 名いる中央軍事委員会副主席のどちらかが随行するのが常であり、中

央軍事委員全員が同行することはない。今回異例の全員同行となった理由は、①同部隊が中央軍事委員

会直轄とされながら委員会が十分に指導できていない事への習近平の不満、②苗華の処分による内外の

動揺を抑えるため、習近平が他中央軍事委員を掌握していることをアピール、の 2つが考えられる。 

なお、マカオ駐留部隊の視察の中央軍事委員会からの同行は何衛東中央軍委副主席 1 名であった。 
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（２）統合訓練 

  〇 台湾周辺での軍事行動 

    台湾は 12 月 6 日以降、中国軍・中国海警の活動活発化に対し、警戒を強化していると明らかに

した。 

6 日に海警船が特異な航行を開始、9～11日には中国が台湾対岸を含む 7か所に飛行制限区域を

設定した。台湾国防部によれば、中国の東部・北部・南部戦区海軍及び海警が、台湾周辺、西大西

洋に進出、台湾東方沖及び第 1 列島線～第 2 列島線間に展開し、台湾本島の海上封鎖と A2/AD

（接近阻止・領域拒否）により台湾海峡の内海化を企図した軍事行動を実施した３。 

    台湾の安全保障関係者がロイターに語ったところによると、中国が台湾や日本列島南部の近海、

東シナ海、南シナ海に海軍と海警局の船舶を約 90 隻派遣、うち約３分の２が海軍艦船であった４。 

中国は当該行動につき公表はせず、13 日の記者会見で質問された国防部報道官が「兵に常勢な

く、水に常形なし。演習実施の有無及び時期は我々自身の必要性と闘争情勢によって自主的に決定

する。」と述べた５。 
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【コメント】 

中国は当該行動について公表していないものの、台湾周辺で 9～12 日頃に大規模な軍事演習を実施

した可能性がある。 

   2024 年 5 月・10 月に台湾周辺で中国軍が実施した「聯合利剣」は東部戦区が主催したが、今回は

3 コ戦区海軍の活動が確認されていることから中央軍事委員会が主催した可能性があり、そうであれ

ばよりレベルの高い訓練と言えよう。 

   また、中国から演習実施の宣言がないことは、アピール目的の政治的な訓練であった「聯合利剣」

とは違い、台湾有事の際の当初の海軍及び海警の展開をより実戦に即した形で情報統制しつつ演練し

た可能性が考えられる。 
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（３）海軍 

  〇 076 型強襲揚陸艦の進水命名式 

    12月 27日、076 型強襲揚陸艦 1番艦の進水命名式が上海滬東中華造船所で挙行された。 

公式に報道された諸元等は以下の通り６ 

♢ 名称等：「四川」、艦番号 51  

♢ 満載排水量：４万ｔ以上 

♢ 装備等：ツインアイランド式、全通甲板、電磁カタパルト・アレスティングギア装備 

♢ 搭載装備：固定翼機、ヘリ、水陸両用車 

【コメント】 

中国海軍では既に 36000t の 075型（ユーシェン級）強襲揚陸艦 3 隻が就役、1 隻が艤装中であるが、

それより大型で電磁カタパルトを有する新型強襲揚陸艦を進水させた。 

左の衛星画像は、進水後の 075 型と 076 型であるが、比較すると 076 型の全長が約 20ｍ長い。075 型

は装甲車×60、ヘリ×28の搭載が可能（ﾐﾘﾀﾘｰﾊﾞﾗﾝｽ 2024）であり、同等以上の輸送能力を保持している。   

更に、電磁カタパルト搭載により固定翼機の

発着艦が可能であり、ヘリのみ可能な 075 型

より強襲能力が大幅に向上するであろう。 

また、ツインアイランド式であり、前方は艦

の航行・海上作戦を、後方は航空機の離発着・

航空作戦を指揮統制と分けることにより、効率

的に航空作戦を遂行できる。特に、UAV をス

ウォーム化して統制するにも有効と思われ、

UAV母艦として活用される可能性もある。 

 075 型は進水から艤装・海上試験を経て就役

まで約 20～21 か月を要しており、四川艦が同

様か 1 番艦の為やや 075 型より長いとしても

2026 年末までには就役する可能性がある。 
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３ 対台湾動向 

（１） 台湾周辺での軍の活動状況 

〇 中華民国国防部発表による台湾周辺での中国海空軍の動向 

（資料源：中華民国国防部 HP を基に作成） 

12 月は中国軍機延べ 402 ソーティー（内、中間線超え延べ 209）、中国艦艇延べ 233 隻、公務船

延べ 50隻、気球延べ 13機が確認。 

1 日における軍用機最大確認数は 53 ソーティー、最大中間線超え 23 ソーティー、海空協同戦備

パトロールは１回であった。 

中国が台湾対岸を含む 7 か所に飛行制限空域を設定した 9～11 日は航空機の活動が活発であっ

た。また、５～12 日にかけて艦艇・公務船の活動が活発であり、この間、飛行制限空域と関連した

統合軍事演習が実施された可能性がある。（細部「２各軍等（２）統合訓練」の項参照） 

   

（２） 金門周辺海域での動向 

  〇 海警のパトロール 

台湾海巡署によると 12 月の台湾制限水域への入域は４回で、2024 年 2 月以降の金門制限海域

への入域は 52 回であった。 

12月 27・30日にそれぞれ 1回、31日に 2 回中国海警 4 隻が金門制限水域に入域、一回当たり

約 2時間航行し出域した。台湾海巡署は巡視艇 4隻を派遣し退去させたと表明７。 

一方、中国海警局は、31 日に福建海警が金門付近海域で常態化法執行パトロールを実施した、

と表明した８。 

【コメント】 

  2024年 2月に金門島周辺海域において台湾当局の取り締まりを契機に中国漁民 2名が死亡したこ

とを受け福建海警局が同海域でパトロール開始、月に４回程度、4 隻で入域し 2時間航行、というパ

ターンが定着した。偶発的な衝突を口実にプレゼンスを拡大・常態化させ、徐々に現状変更を強要し

ていくという中国の典型的なサラミ戦術の事例と言える。 
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4 対日動向 

（１） 尖閣諸島周辺での活動状況 

〇 海上保安庁発表等による尖閣周辺における中国海警船の動向 

  

（資料源：海上保安庁 HP、八重山日報を基に筆者が作成） 

12 月 5 日、海警局報道官は「5 日、日本漁船瑞宝丸が違法に我が魚釣島（注：原文ママ）領

海内に侵入したため、中国海警は法に基づき必要な措置を採り警告駆逐した」と表明 9。 

定期交代は 12 月 6 日に実施されたが、上番した海警船 4 隻全てが 76mm 砲搭載なのは初確

認。また、2303・2305 の尖閣周辺での活動も初確認であった。 

  

【コメント】 

  12月前半の台湾周辺で軍事演習を実施したが、日本周辺での海警船もこれに関連した可能性がある。 

今月の定期侵入は 6 日であったが、侵入したのは 11 月から上番していた直属第 1 支隊編隊であり、

これを増援するような形で直属第 2 支隊の 76mm 砲搭載船 4 隻が尖閣まで航行し、定期侵入後に交代

を行った。台湾有事の際、尖閣へ 76mm 砲を搭載した海警編隊 4 隻を増強して対応する想定で演練し

た可能性がある。現在、海保巡視船搭載砲は最大 40mm 機関砲であり、尖閣周辺海域で並走する海警

船には有効であるが、今回のように 76mm 砲搭載船が増援に来た場合、尖閣周辺で海警船 4 隻に対応

中の海保巡視船が、増援に来た 76mm 砲を搭載した海警船からアウトレンジ射撃（相手の射程外から

の一方的な射撃）される可能性もある。 

また、12 月に上番した 2501（5000t 級）と 2204（2000t 級･718B 型）はこれまでも確認されている

が、2303 と 2305 は 3000t 級･818 型であり、尖閣周辺海域で確認されたのは初めてである。 

818 型は、海軍のジャンカイⅡ級フリゲート艦の船体をベースとして建造された海警船であり、

2303・2305 は、2024 年９月以降、日本海から北太平洋においてロシア国境警備局と共同訓練と共同パ

トロールを実施し、10 月には海警船として北極海を初航行した。この際、ヘリを使用したパトロール

も実施している。海軍仕様の海警船をヘリの使用も見据えて尖閣周辺で活動させ始めた可能性があり、

エスカレーションラダーを上げる準備を整えていると見られる。 
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（２）日本周辺での軍の活動状況 

〇 防衛省統合幕僚幹部発表による日本周辺における中国海軍の動向 

 
（資料源：防衛省統合幕僚監部 HP を基に筆者が作成） 

【コメント】 

12月は延べ 34 隻の活動が確認された。 

1 日は 11 月 29～30 日に実施された第 9 回共同空中戦略パトロール支援のために展開した艦艇の

帰投の可能性がある。 

4～13日は、9～12 日頃台湾周辺で実施された軍事演習に参加した艦艇が太平洋に展開～帰投した

可能性がある。 

19～22 日にかけても第 1列島線付近での艦艇の活動が活発であった。このうち 5 隻は東部戦区海

軍であり、大規模軍事行動後の補備訓練または年末検閲を実施した可能性がある。特に 22 日に沖縄・

宮古間を東シナ海に西進した 3 隻は海警船 3 隻と共同運航し海上封鎖の訓練を実施したと報道され

ている 10。 

また、19～20 日に大隅海峡を東シナ海方向へ西進した 4 隻は北部戦区海軍でフチ級補給艦を含ん

でいることから遠海訓練を実施しており、軍事演習に参加したとすれば、第 2 列島線から第 1 列島

線の間に展開し、接近阻止の訓練を実施した可能性がある。 

一方、情報収集艦については軍事行動に参加し、日米の対応に関する情報収集を行った可能性もあ

るが、10 日に日米護衛艦によりグアム周辺海空域で実施された弾道ミサイル捕捉・追尾共同訓練等、

日本・グアム周辺での情報収集を実施した可能性も考えられる。 
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〇 防衛省統合幕僚幹部発表による日本周辺における中国軍機の動向 

 

（資料源：防衛省統合幕僚監部 HP を基に筆者が作成） 

【コメント】 

延べの 2機の活動が確認され、共に台湾周辺での軍事行動に関連した飛行の可能性がある。 

9 日の哨戒機は展開していた艦艇と共に A2/ADのための対潜訓練を実施、10 日のUAVは台湾を周

回したUAV の飛行と関連していた可能性がある。 
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（３）対日認知戦（解放軍報、国防部の発表からの抜粋のみ） 

  〇 在日米宇宙軍が発足 11 解放軍報 20241212 

    2022 年に在韓米宇宙軍が発足した韓国と今月に発足した日本が積極的に米国と協力すれば、米

国に自国の宇宙領域での核心的資源をコントロールされ、米の覇権獲得の道具に成り下がるだけ

であろう。 

 

  〇 自衛隊佐官級訪中プログラム 12 国防部記者会見 20241213 

    中国国際戦略学会の招聘により、自衛隊佐官級訪中団は、11 月 26 日～12 月 4 日の間訪中。北

京衛戍区警備師団、海軍基地、空軍八一曲芸飛行隊等を視察。中日防衛関係の発展は大局的長期的

に考えねばならず、日本が相互交流を推進し、両国関係改善にプラスの方向に努力することを望

む。 

 

  〇 石破首相が施政方針演説で大幅な防衛力強化に言及 12 国防部記者会見 20241213 

    日本は中国軍事脅威論を喧伝しているが、軍備拡張の口実である。中日外務・防衛当局は一貫し

て海空安全保障問題で意思疎通をしており、日本がびくびくすることはない。データから見れば、

日本側が中国艦艇・航空機に近距離で追跡・監視・妨害を行っており、中国の安全に危害を加えて

いることは明らかだ。    

 

  〇 沖縄駐留米海兵隊のグアム移転 13 国防部定例記者会見 20241226 

    関連報道を注視している。長年、在日米軍の犯罪が頻発しており、地元の人々の強い不安と抗議

の原因となっていた。米軍の撤退は彼ら自身の選択であるが、本当に撤退するなら沖縄の人々の願

いが叶うことであろう。 

   

〇 米国防長官の訪日時の東シナ・南シナ海等への言及 13 国防部定例記者会見 20241226 

    日米が中国に関する虚偽の発言を止め、排他的な小サークルを結成し対立を煽ることのないよ

う要求する。 

 

【コメント】  

    自衛隊左官旧訪中団の受け入れ等、意思疎通のツールは維持するものの、日米同盟の強化を阻止

する認知戦に変化はない。特に沖縄の在日米軍のグアム移転は中国軍にとって歓迎すべきものであ

るが、これを「沖縄の人々の願い」と喧伝し利用する姿勢をみせた。 
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５ 国境地域等での活動：対フィリピン（以下、比） 

〇 スカボロー礁（中国名：黄岩島） 

   12 月 2日、中国政府は 11月 10日に公表した「中華人民共和国政府の黄岩島領海基線に関する声

明」と海図を、国連に提出した 14。 

   12月に中国が公式に表明したスカボロー礁での対比行動は以下の通り。 

◇  4日、比巡視船 9701，4409 及び公務船 3002，3003 がスカボロー礁の中国領海内への侵入を

企図し、パトロール中の中国海警に危険な接近をしたため、法に基づき対処 15。比公務船 3003

は大幅に角度を変え、故意に中国海警 3302 に衝突 16。 

 4 日全日で比巡視船 4 隻・公務船 6 隻・所属不明の多数の船舶がスカボロー礁領海及びサビ

ナ礁周辺海域に侵入した 17。 

 

◇ 19日、比の C-208 機が中国政府の許可を得ずにスカボロー礁上空に侵入したため、海警は監

視を行い、警告し駆逐 18。 

◇ 27日、海警がスカボロー礁領海及び周辺海域で法執行パトロールを実施 19。 

◇ 29日、南部戦区は海空兵力によりスカボロー礁の領海領空及び周辺区域を戦備パトロール 20。
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このような中国の表明に対し、比沿岸警備隊報道官は、12 月 4 日、スカボロー礁周辺海域で操業中の

比漁船に補給を行っている比沿岸警備隊と漁業水産資源局の船舶に対し中国海警 4 隻と中国海軍艦艇

500，571 が危険な並走・放水等の攻撃的な行動を行ったと表明。 

 

〇 セカンドトーマス礁 

12月 17日、海警局報道官は「12日、中国の許可を経て、比の民間船 1 隻がセカンドトーマス礁の

座礁艦艇に生活物資を補給、中国海警は比船舶に確認し全行程を監視・管理した」と表明 22。 

 

〇 イロコイ礁 

12 月 2 日、海警局報道官は「近日、多くの船が中国海警の制止と警告にもかかわらず、漁獲と称

して南沙群島イロコイ礁（中国名：鲎藤礁）に違法に集結し、同行したメディアが撮影・喧伝してい

る。中国海警は法に基づき必要な措置を行った」と表明 23。 

 

【コメント】 

中国側は 11 月のスカボロー礁領海基線設定を機に取り締まりを強化しており、12月も継続された。 

 セカンドトーマス礁では、比の補給活動に関し「中国の許可を得て」という表現を 11 月に引き続き使

用している。比は中国の許可に関しては表明しておらず、一方的な許可制を常態化させようとしている。 

 また、イロコイ礁での取り締まりも強化する等、法執行の範囲を拡大させている。 
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６ 軍事交流 

（１） ベトナム（以下、越）との共同訓練・軍事交流 

  〇 第 37 回中越トンキン湾共同パトロール 

    12月３～４日、中越両軍がトンキン湾共同パトロールを実施。 

    双方 2 隻、計 4 隻により約 200 カイリのパトロールを行い、データ共有や指揮を交代しての共

同パトロール等により不測事態対処や海上安全維持能力の向上を図った 24。 

 

  〇 董軍国防相の越訪問 

    12月 20日、董軍国防相は越を訪問し、越人民軍建軍 80周年記念式典に出席した。また、19 日 

には、ハノイでトー・ラム越共産党書記長と会談した 25。 

 

【コメント】 

越ハノイでは 12 月 19 日～22 日、越国際防衛展示会 2024 が開催、国内外の企業 242 社が参加し、

442 のブースで戦闘機、輸送機、ヘリコプター、無人機、艦艇、砲やレーダーシステム、銃器、弾薬、

電子戦機器など、多様な軍事装備品が展示された。中国も初めて参加し、国有の防衛関連複合企業であ

る中国北方工業が出展。米国はインド太平洋軍のパパロ司令官も含む大規模な代表団を組み、越が購入

に関心を示すＣ１３０輸送機を展示した 26。 

越はこれまで主にロシアから兵器を輸入していたが、調達先の多角化を図っており、南シナ海領有権

問題を有する中国以外の国からの調達を模索している。報道では、今次展示会で越国防産業総局と越軍

隊通信グループであるベトテルが、合計 2 億 8630 万ドル相当の 16 件の契約を締結したほか、米、イ

ンド、仏、ベルギーなど、先進国の企業との間で 17件の戦略的協力協定を締結したとされる。 

  これに対し中国は、共同海上パトロールの継続や董国防相の越共産党書記長との会見等により越と

の軍事交流を維持させており、越の米等西側諸国への接近を牽制した。 
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（２）インドネシアとの共同訓練・軍事交流 

  〇 中・インドネシア共同演習「和平神鷹-2024」 

    12月 1～7 日、中・インドネシア共同演習「和平神鷹-2024」を実施。陸海空三軍の共同演習と

しては初。 

    中国側は南部戦区の陸海空部隊が 2 機の Y-20 により移動し参加、インドネシアのジャカルタ、

バンテン省において人道支援・災害救援（HA／DR）をテーマに陸海空それぞれの分野で共同災害

救援等の実員共同訓練を実施した。 

    インドネシア軍部隊の代表は「両国の防衛協力強化は地域の平和に大いに貢献する。来年は更

にレベルや規模を拡大した共同訓練を実施したい」と述べた 27。 

 

 

 

  〇 中国海軍艦艇のインドネシア寄港 

    12月 24日、ユーシェン級（075 型）強襲揚陸艦「海南」とフリゲート艦 2 隻がインドネシア・

タンジュンプリオク港に補給整備の為 4 日間寄港。この間、インドネシア海軍と文化交流を実施

した。ユーシェン級強襲揚陸艦の外国寄港は初である 28。 

 

【コメント】 

 インドネシアは 10 月に南シナ海のリアウ諸島付近の北ナツナ海印尼 EEZ に中国海警船が進入し、印

尼国営石油会社の調査活動を妨害したとして、中国を非難し、緊張がやや高まっていた。そのような中、

強襲揚陸艦を南シナ海での遠洋訓練に派遣し、インドネシアに寄港させて中国の海軍力を誇示したと言

える。 

一方、HA／DR 分野ではあるものの、初の三軍共同演習を実施する等、剛柔取り合わせた対応を見せ

ており、南シナ海問題においては比以外の ASEAN 諸国を取り込もうとする姿勢を印象付けた。 
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（３）その他の国との軍事交流 

  〇 中・パキスタン対テロ共同演習「勇士-8」 

     11月 20～12月 14 日、パキスタンのパビュ国家対テロ訓練センターにて中・パキスタン対テ

ロ共同演習「勇士-8」が実施。勇士シリーズとしては 8 回目。前回の「勇士-７」は 2019 年に実

施された 29。中国は西部戦区が参加、パキスタンと混合編成を採り、両軍の共同指揮や対テロ作

戦能力の向上を図った 30。 

 

【コメント】 

パキスタンでは、一帯一路等によるパキスタン政府と中国利権との協力に絡み、中国人を標的とし

たテロ事件が複数発生している。2024年 10月にはカラチのジンナー国際空港付近で爆発が発生し、

中国人 2人が死亡、反政府武装組織「バロチスタン解放軍」が犯行声明を発表した。また 11 月にも

同じカラチの衣料品工場で民間警備員が発砲し、２人の中国人が負傷した。 

   このような中国人被害が相次いでいることから、今回 5 年ぶりの対テロ共同演習となった可能性

があり、パキスタン及び中国国内の反政府勢力に対し共同で示威行為を行ったと考えられる。 
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〇 第 2回ギニア湾安全保障情勢シンポジウム 

    12月 3～6 日、中国海軍がギニア湾安全保障情勢シンポジウムを上海で開催。カメルーン、ガボ

ン、ナイジェリア等 19 か国の海軍等の代表団が参加。5 日には董軍国防相が各国の代表団長と会

見し、「ギニア湾はその地域の国家にとって共通の庭であり、中国・アフリカ協力を強化し、海洋

運命共同体を構築する重要な絆である。中国は同地区の各国軍と共に安全を擁護する共同責任を

担いたい」と述べた 31。 

   

【コメント】 

アフリカでは、ギニア湾において海賊事案が発生（2022 年は 19 件、2023 年は 22 件）してお

り、国際社会は同地域における海賊などの問題への取組を継続している。 

中国は 2014 年に初めてナイジェリア・ガーナ・コートジボアール・赤道ギニアと海賊対処共同

訓練を実施した。それ以降、ギニア湾沿岸国への巡視船の供与や中国艦艇の寄港等を通じて影響力

を強化している。2022 年には赤道ギニアでの中国の軍事基地建設を米国が阻止との報道も散見さ

れた。 

今次シンポジウムの参加の 19 か国の全ての国名は報道から確認できなかったが、IMB（国際海

事局）は、分類上ギニア湾沿岸国をアンゴラ、ベナン、カメルーン、カーボベルデ、赤道ギニア、

ガボン、ガンビア、ガーナ、ギニア、ギニアビサウ、コートジボワール、リベリア、ナイジェリア、

コンゴ共和国、コンゴ民主共和国、サントメ・プリンシペ、セネガル、シエラレオネ、トーゴの 19

か国としており、19 か国全てが参加した可能性がある。 

更に中国海軍は本年 6 月から「和諧使命-2024」として海軍の病院船「平和の方舟」をガボン、

カメルーン、等アフリカを主に

13か国に派遣中である。 

中国は国家政策である一帯

一路によりアフリカへの影響

力強化を企図しているが、軍も

そのためのアセットとして活

用されており、特に海賊対処を

名目としたアフリカ西海岸で

のプレゼンス強化を図ってい

る。 
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〇 露海軍の友好訪問 

    12月 5～9 日、露海軍のステレグシチー級フリゲート艦 3隻（335，339，343）とドゥブナ補給

艦 1隻が青島に入港し、5 日間の友好訪問を行った 32。 

この間、相互の艦艇訪問、露艦隊指揮官と北部戦区海軍参謀部・青島市人民政府首脳陣との会見

等が行われた 33。 

【コメント】 

    同露編隊は 10月 7日に与那国島と西表島との間の海域を南西進した編隊 34。 

12 月 2 日に台湾南東沖 45km で中国艦艇 1 隻と共同模擬攻撃訓練を実施、3 日には東シナ海へ

入り、北上しつつ共同訓練を継続した模様であり、同じ 3 日には台湾周辺での軍事演習の為、中

国海軍が東シナ海の空母「遼寧」編隊及び南シナ海の海軍・海警船を含む約 40 隻の艦艇を展開し

たと報道されている 35。 

台湾有事の際、露海軍が日米への牽制や情報収集のために第 1 列島線内に展開する可能性はあ

り、その際の中国側との連携を検討している可能性がある。 

 

〇 何衛東中央軍委副主席のキューバ訪問 

    12 月 11 日、キューバ訪問中の何衛東中央軍委副主席はカネル・キューバ共産党第一書記兼大

統領と会見した。また、両軍関係の強化等に合意した。また、ロペス・キューバ革命軍大臣と会談

し、両軍関係や国際情勢等について意見交換を行った 36。 

   

  〇 第 14 回中仏高級幹部安全保障政策検討会 

    12月 8～14日、第 14 回中仏高級幹部安全保障政策検討会が国防大学で実施された。「中仏の戦

略協力の強化・世界の平和安定の擁護」をテーマに意見交換を実施 37。 
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